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国内初！県立高校×信用金庫×医療機関による包括連携協定 

 

  

 

 

 

 

 

記 

 

１ 日 時  令和５年６月１６日（金）１３：３０～ 

２ 場 所  岡山市中区東山 3丁目 1番 6号 

               岡山東商業高等学校 同窓会館３階 

３  出席者   岡山県立岡山東商業高等学校 校 長 森山 泰幸 

おかやま信用金庫            理事長 桑田 真治 

岡山医療生活協同組合    理事長 髙橋 淳 

４ 次 第  （１）開会 

（２）経緯説明 

（３）出席者紹介 

（４）協定書取り交わし 

（５）写真撮影 

（６）各代表挨拶 

（７）閉会 

                  ※閉会後質疑応答          
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県立岡山東商業高等学校 

担当者 

副校長 富田 耕成 

教 頭 前田 能成 

教 諭 佐柳 靖子  

電話番号 086-272-1237 

裏面あり 



参考資料 

 

今後の具体的な取り組み（予定） 

（１）岡山東商業⇔岡山医療生協 

  ①岡山医療生協が行っているボランティアへ岡山東商業の生徒が参加する。 

②外国人入院患者・家族向けのパンフレット作成や高齢者向けの商品開発を共同で行う。 

③岡山医療生協が行っているボランティアの事業化に向けてビジネスプランを創造する。 

④岡山東商業の生徒・教職員を対象とした医療授業・医療体験を実施する。 

 

（２）岡山東商業⇔おかやま信金 

  ①岡山東商業の生徒による商品開発に協力し、アイディアを事業化できる企業を紹介する。 

  ②おかやま信金が岡山東商業校内のビジネスプラン発表会の審査員として参加するとともに、中小企業診断士

（おかやま信金職員）が発表会の優秀作品に対して事業化に向けた指導・助言を行う。 

  ③岡山東商業の生徒（卒業後も含む）が創業する際に、おかやま信金が創業相談機関として協力する。 

  ④岡山東商業生徒の自主運営店舗開設（表町商店街の空き店舗活用等）に向けた支援を行う。 

  ⑤おかやま信金による岡山東商業生徒・保護者を対象とした金融リテラシー研修を実施する。 

 

（３）岡山医療生協⇔おかやま信金 

  ①岡山医療生協の「なんでも相談窓口」や「無料および低額診療」などを、おかやま信金取引先に紹介する。 

  ②岡山医療生協のボランティア活動を事業化するための支援や、関連事業所を紹介する。 

  ③「健康」をテーマとしたお客様セミナーを、おかやま信金で開催する。 

  ④おかやま信金の「職域契約サポート企業」先や「年金受給者」への健康サポートを行う。 

 

（４）三機関協働   

  ①地域災害対策 

    災害発生の際には、岡山東商業が校庭・校舎の提供およびボランティア提供、岡山医療生協から医療の提供、

おかやま信金は支援物資を提供可能な事業者の取りまとめ等を行うとともに、地域自治体の協力体制を構築す

る。（地域の防災・避難訓練実施等） 

  ②新たな事業の創出 

    岡山医療生協の活動の事業化（法人化）に向け、岡山東商業生徒がビジネスプランを創造し、おかやま信金

が事業性の評価や取引先の紹介等を行うことで、岡山医療生協のボランティアを持続可能なものとする。 

 


